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はじめに
　今日，日本における家族の形態は，昔と比較して加速度的に変化してきている。かつては祖
父母，親とその子どもたちといったように，家族の人数も多く，世代が限られることがなく豊
かな人間関係を持つことができた。各家族における子どもの数も多かったため，兄弟，姉妹で
のかかわりも豊富であった。
　しかし少子高齢化が進んだことなども影響し，現代の日本の家族は親と子のみによる核家族
の家庭が多くなった。さらに各家族における子どもの数も減少し，家庭内での人間関係が単純
化してきている。
　このような変化により，現代の子どもたちは身近に世代間でのかかわりを持つことが難しく
なった。祖父母世代の人と日常的にかかわっている子どもは少なくなり，かつてのようにその
かかわりの中から学び，知識を得るという機会も減っている。また兄弟，姉妹が少なくなった
ことも子どもたちに影響を与えている。子どもは兄弟，姉妹とのかかわりにおいて，年上の者
を見て学んだり，直接何かを教わることができたり，また自分も将来こうなりたいという憧れ
を持つことができる。年下の者とかかわることで自分の普段とは違った面を見つけられたり，
責任感を芽生えさせるきっかけを得られたりする。しかし今日，子どもたちはこのようなかか
わりですらなかなかできなくなっている。
　さらに，家庭以外の地域や社会においても世代間での交流機会は減ってきている。地域にお
いての人間関係が以前に比べて希薄になり，子どもたちが地域の人たちとかかわるという機会
もあまり得られなくなった。家の内でも外でも，子どもたちの周りの人間関係はとても狭く限
られたものになってしまっているのだ。
　そのような中で小学校の児童たちにとって，小学校という場は 1 年生から 6 年生までの児
童がいるため，異世代との交流ができる格好の場である。しかし児童が自ら学校で違う学年の
子どもと遊んだり，交流したりしていることは稀な状況である。小学校において縦割り班での
活動などが行われていても，それが世代間交流として意義あるものになっているかは検討を必
要とし，その活動から日々の児童たちによる自主的な交流に発展しているとも言い切れない。
むしろ，ただ縦割り班で一緒に活動するだけに陥ってしまっている様子もある。
　このように現代の日本は，子どもたちが自分と違った世代の人と関係を持ち，かかわること
が自然にできる環境ではなくなっている。もちろん子どもたち自身はそのことで不便な思いを
している訳でもなく，自分たちの置かれている状況がどういう状況か考えてなどいない。しか
し他世代の人との交流は子どもたちが育っていく上で欠かせないものであり，コミュニケーシ
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ョン能力や社会性を育んでいくためにも不可欠な影響を与えられるものなのではないだろう
か。身近に機会を得ることができない子どもたちのために，そのような交流を体験し，そこか
ら何かを学んでいけるような機会を小学校で設ける必要があり，これは総合的な学習の時間や
生活科をはじめとする教科や領域においても実践していくことができるだろうと考えた。
　そこで他世代の人との交流を「世代間交流」と定め，小学校において計画，実践していくこ
とのできる世代間交流について論述していきたいと考え，このテーマを設定した。
　ここでいう「世代間交流」とは，ただ子どもたちが自分と違う世代の人とかかわりを持てば
良いのではなく，その交流の中から子どもたちが自主的に何かを感じ，学び，自分自身に生か
そうとする態度を芽生えさせることができるものであると定義している。またこの世代間交流
では子どもたちだけでなく，その交流の相手となった人たちにも得られるものがある，相互に
生きる交流でなければならないと考えている。
　本稿においてはまず第 1 章で，世代間交流の背景として，歴史的経過や家族構成の変化が与
えた影響，世代間交流の価値について論じていく。第 2 章では世代間交流の種類や小学校の教
科・領域における世代間交流について論じる。第 3 章では第 2 章で挙げた世代間交流の種類
の中でも重要だと考えるものについて，実際に小学校の教科・領域で行われた実践例を挙げ，
分析していく。そして第 4 章ではこれまでの分析をもとに，自分自身の考える小学校の教科・
領域における世代間交流のカリキュラム，実践の提案をする。
第 1 章　世代間交流の背景
（1）世代間交流の歴史的経過
　今日，世代間交流が様々な場で計画，実施されているが，なぜ世代間交流がこのように注目
され，行われるようになったのか。ここでまず世代間交流の定義について確認する。
　世代間交流とは，「異世代の人とのかかわりの中で，子ども達が自主的に何かを感じ，学び，
自分自身に活かそうとする態度を芽生えさせることができるような交流」のことである。また
子ども達とその交流の相手となった者，「双方に価値のある交流」でなければならない。
　このことを踏まえまずは世代間交流の歴史的経過を見ていく。
　草間篤子の『インタージェネレーション―コミュニティを育てる世代間交流―』によると，
19 世紀の日本において世代間の交流はごく普通のことであった。明治初期に日本を訪れた欧
米人も，日本ではどこへ行っても子どもの姿が見られ，家族で農作業をしたり，大人がどこへ
行くにも子どもを連れて行ったりといった光景が見られるということを述べている（1）。現代
の日本においても子どもの姿や子どもを連れている大人たちを見ることはできるが，言葉で表
そうと思うような光景ではない。かつての欧米人たちがこのように述べるということはよほど
印象的な光景だったのではないかと考えられる。
　そんな印象を与えていた日本であるが，いつしか日本において世代間での交流は計画して，
意図的に行わなければならないものになっていた。草野篤子は世代間交流の歴史を 1960 ～ 70
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年代と 1980 年～現代に分けて述べている。これは世代間交流についての研究が盛んなアメリ
カの，ピッツバーグ大学のサリー・ニューマンの考えに基づいている（2）。
　1960年代日本は産業構造の変化により，人々が都市部に集中し地方の過疎化が招かれた。また
核家族化や小家族化といったように家族形態も変わり，それによって家族の機能も大きく変化し
て家族の教育力の低下が指摘されるようになった。この時期に日本の伝統や文化を次世代に伝え
ていくこと，高齢者の社会的孤立を防ぐことなどを主な目的として，自然発生的な世代間交流が地
方や都市に生まれた。老人クラブ，保育園，子ども会や，地域を中心とした年間行事に関連したも
のが主であったが，1970年頃からは学校を中心とした形態のものも少しずつ実践されてきた（3）。
　1980年頃になると日本の都市化，過疎化は本格的に進行していった。家族は核家族化，単身家
族化など縮小傾向がさらに強まり，女性の就業，高学歴化が進み，子育てや介護に関する諸問題
が社会問題とされるようになった。1990年代以降になると少子高齢化はさらに進行し，そのよう
な中で，高齢者施設と保育園・幼稚園などの子どもの施設を合築，併設しそこで統合ケアを行う
といった試みも増えていった。しかしそれによって各施設に，世代間交流の計画，実施等を行う
スタッフ，コーディネーター等が配置されていないこと，世代間交流の必要性が十分に認識され
ていないことが明らかになっていった。また今日，アメリカやヨーロッパにおいては「世代間交流」
が学問の一分野として定着しているが，日本はまだそこまで達していないのが現状である（4）。
　このように見ていくと世代間交流は日本においてはまだまだ定着しているとはいえない。し
かし，1960 ～ 70 年代に世代間交流が自然発生的に行われるようになった経過を見ると，人々
は世代間交流を必要と感じていて，世代間交流が行わなければならない世の中になっていたこ
とは明らかである。家族形態の変容，人々の小集団化や個人化が強まったことによる地域コミ
ュニティの変容によって世代間でのかかわりは減少し，自ら世代間交流の機会を設けなければ
ならない社会へとなっていったのである。
　また，かつて人々が生活の中で自然に行っていた世代間交流は「誰かのために計画された交流」
ではなく，交流の主役となる者が定まっているわけではない。そのためどちらか一方にしか得るも
のがない偏った交流ではなく，双方が価値を得ることのできる相互交流であった。自然なことで
あったため人々がその交流の価値を考えるというようなことはなかったかもしれないが，この双
方向性は今日世代間交流を考える上で欠かすことのできないものである。世代間交流の必要性を
感じ，その機会を設けようと考えるとき，このようなかつての交流の双方向性を無視して交流を計
画していては，本当に意味のある交流を作り出すことはできないということを忘れてはならない。
　ここまで見てきて，家族，地域は人々にとって身近なもので，これらの変容によって世代間
交流が必要となっていったことから，これらは世代間交流の重要な場といえる。また子どもに
とっての学校，特に児童にとっての小学校は，世代間交流を自然にも，また意図的にも行うこ
とのできる場である。この家族，学校，地域の 3 つは子どもたちの世代間交流のための中心と
なるものである。そこで子どもたちの世代間交流について考えていくためにも，これら家族，
学校，地域それぞれの世代間交流の変質について見ていきたい。
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（2）世代間交流の変質
　家族，学校，地域は子どもたちにとって身近な存在であり，重要な世代間交流の場となるも
のである。これらの形態や様子の変化による世代間交流の変質をそれぞれ見ていく。
①家族
　近年，三世帯家族が減少し核家族化が進行していることが指摘されている。また各家庭にお
ける子どもの数が減少したことで一世帯における人員が減り，いわゆる大家族のような家庭が
減ったと考える。実際，家族というものはかつてと比べどのように変化し，その変化は人々の
暮らしにどのような影響を与えたのだろうか。
　次の図は日本の総世帯数の推移を表したものである（5）。
　この図を見ると日本の総世帯
数が年々増加していることは明
らかである。これに伴い日本の
総人口も増加しているのであれ
ば，この図に特に疑問を感じる
ことはないかもしれない。しか
し「日本の統計 2010」（6）によれば，
人口は昭和 50 年～平成 16 年ま
では増加しているとはいっても
増加率は低く，平成17年には我が国の人口は減少した。人口が増加しているわけでもないのに，
世帯数は増加している。このことから各世帯における人員が減っていることがわかる。
　また次の図は図 1-1 で示したグラフに，三世代世帯の割合の推移を表したグラフを重ねたも
のである（7）。
　総世帯数の増加に反し，三世代
世帯は減少している。各世帯の人
員が減った上に，三世代世帯で暮
らす人も減った。日本における核
家族や単独世帯の割合の多さがこ
のことからわかる。三世代世帯と
して一緒に暮らしていれば，子ど
もたちが祖父母世代の人と日常的
にかかわることができる。ともに
生活する中で特に意識しなくても，自然と知恵を得たり，学べることは多い。しかし別々に暮
らしていてなかなか会うことができず，たまに会うくらいの関係であると，子どもも祖父母も
お互いを特別な存在として考えてしまうのではないだろうか。たまにしか会えない孫だからと
にかく可愛がるだけになり，子どももそれに甘えてしまう。そのかかわりが良くないとは思わ
図 1-1 総世帯数の推移
昭和50年　昭和 55 年　平成元年　平成 6 年　平成 13 年　平成 18 年
（厚生労働省「国民生活基礎調査」より作成）
世帯数（千世帯）
図 1-2 総世帯数と三世代世帯割合の推移
世帯数（千世帯） 三世代世帯割合 （％）
昭和 50 年　昭和 55 年　平成元年　平成 6 年　平成 13 年　平成 18 年
（厚生労働省「国民生活基礎調査」より作成）
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ないが，やはり普段一緒に生活している「祖父母と孫」の関係とは相互に与える影響も違うと
考える。
　また近年少子化が指摘されているように，各家庭における子どもの数も減少している。子ども
が一人もいない世帯や，子どもがいても人数のあまり多くない世帯が一般的になってきている。
次の図は子どものいる世帯の推移と，子どものいる世帯における子どもの数を示したものである（8）。
　この図を見ると，子どものいる
世帯も，その世帯における子ども
の数も徐々に減少していることが
わかり，日本全体において子ども
の数が減ってきていることが理解
できる。また同調査では日本の全
世帯においての子どもの数の割合
が示されている。平成 21年では
子どもが 1人の世帯が 11.3％，2
人の世帯が 10.9％，3人以上の世帯が 3.5％となっている（9）。子どもがいる世帯の中でも，1人
だけという世帯が最も多いという結果である。このような結果から現代の子どもたちのうち，多
くの兄弟姉妹とのかかわりの中で育つことができる子どもは非常に少ないといえる。
　かつては兄弟姉妹と暮らしながら，自然と社会性やコミュニケーション能力も養えたと考え
られる。また兄弟姉妹とのトラブルも当然起こることであり，その中から話し合って解決する
こと，人の意見を聞き入れることなども学ぶことができただろう。生活の中で自然に得られて
いた経験，知識，学びは子どもにとって非常に重要なことであり，同じ「子ども」という立場
の兄弟姉妹とのかかわりは，子どもたちの成長に様々な影響を与えるものであると考えられる。
　家族の形態や構成が変わっていったことに伴い，家族の機能も変化していった。かつては父親
が働き，母親が家事をするという考え方が一般的であった。しかし今日，その考え方に変化が見
られるようになった。次の図は女性の労働力率（10）の推移を年齢階級別に表したものである（11）。
　これを見ると女性の労働力率
は年々上がっていることがわか
る。特に 25 ～ 29 歳，30 ～ 34
歳の女性は昭和 50 年の労働力率
が 40 ～ 45％であったのに対し，
平成 20 年ではそれぞれ約 75％，
65％となっている。この年齢は
ちょうど結婚し，子どもを産む
女性が多い年齢であると考えら
れる。労働力率には完全失業者
図 1-3 子どものいる世帯と平均子ども数
子どものいる世帯数 （千世帯）
子どものいる世帯の子どもの数の平均 （人）
昭和 61 年　平成 4 年　平成 10 年　平成 13 年　平成 16 年　平成 21 年
（厚生労働省「国民生活基礎調査」より作成）
図 1-4 女性の年齢階級別労働力率の推移
（内閣府「平均 21 年度版男女共同参画白書」より作成）
昭和 50 年
昭和 60 年
平成 7 年
平成 20 年
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（働く能力と意志があり，求職活動をしているにもかかわらず，就業の機会を得られない人）
も含まれるため，この数字が直接，就業率となるわけではないが，今日この年齢で働いている，
または働こうという意思を持っている女性が以前と比較して多くなっていることは明らかであ
る。女性がいわゆる専業主婦となるのではなく，結婚，出産をしてから働き続けることも現代
では一般的になっている。
　このような変化は家族の機能の変化，親子関係の変化にも影響を与えていると考えられる。
かつては子どもが学校などから帰ると，母親が家でそれを出迎えていた。しかし働く母親が増
えたため，子どもが家に帰っても誰もいないという状況も現代では多く見られる。母親が外で
働いているために，家庭内で母親と子どもがコミュニケーションをとることができる時間が減
ってしまうのは仕方のないことである。しかしそれによって親子関係が希薄になってしまうこ
とも考えられる。父親が働き，母親が家事をするという考え方が変化しているのは良いことで
あるとも捉えられるが，それが家庭内にもたらす影響を無視することはできない。
②学校
　かつて子どもたちは放課後や休日などに，外で群れて遊んでいた。しかし今日，子どもたち
が学校以外の場で集団で遊んでいる姿はあまり見られない。この原因として『小学校における
「縦割り班」活動』の筆者である毛利猛の考えをまとめると以下のようになる（12）。
○ 子どもたちが戸外で群れ遊びをしなくなったのは，「遊ぶ時間」「遊ぶ空間」「遊ぶ仲間」と
いう，いわゆる三間がいずれも満たされなくなったから。これらは集団遊びが成立するた
めの三つの条件。
○ 三間のそれぞれに悪条件が生じたため，最近の子どもたちは群れて遊ばなくなった。
　① 塾や習い事に通う子どもが増え，子どもの自由な時間が減るとともに，子ども同士のス
ケジュールが合わなくなった。
　② 都市開発やモータリゼーションによって「原っぱ」や「路地裏」など，子どもたちにと
って魅力のある遊び場がなくなった。
　③ 少子化とともに兄弟姉妹の数が減り，近所で一緒に遊べる異年齢の仲間が少なくなると
同時に，テレビゲームなどの室内遊びが増えた。
　異年齢の子どもと遊ぶことは，子どもたちにとってとても重要な世代間交流である。何か問
題が起こればそれを自分たちで解決しようと努力し，遊びの中で決められたルールを守ること
で協調性を身につけながら成長していくことができる。また年下の者は年上の者から遊び方や
ルールなどさまざまなことを学び，手本とすることができる。年上の者はリーダーシップや責
任感を養っていくことができる。かつては誰かに強制されるわけではなく，自ら楽しく遊んで
いるうちに自然とそのような機会に巡り会い，知らず知らずのうちに身につけることができた。
しかし現代の子どもたちはなかなかそれができない。そのような中で，仲間とうまく付き合え
ない子ども，いわゆる社会性のない子どもが増えているという（13）。
　学校の中で，異年齢の仲間集団作りの取り組みとして行われる「縦割り班」活動があるが，こ
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れは 1970年代の末頃から全国の小学校で行われるようになり，現在ではおよそ 4分の 3の小学
校で行われている（14）。この「縦割り班」活動はその学校ごとに特色を生かしながら様々な活動
が行われているが，異学年の子どもたちで班を作り「遊び」や「仕事」などの活動を行う形が多い。
小学校は 1年生から 6年生までの子どもたちがいるが，学校外で異年齢交流の機会があまり無
い子どもたちが，学校内で異学年の子どもと遊んだり，交流を持ったりするのは，何らかのき
っかけがないと難しいのではないだろうか。社会が変化し，地域でのかかわりも子どもたちの
過ごし方や遊び方が変化したことは，学校内における異学年交流にも影響を与えていると考える。
現代の子どもたちが異学年交流を自ら行うきっかけとなるのがこの縦割り班なのである。
③地域
　家族の縮小化等が進む中，地域におけるつながりにも変化が生じている。
　かつては極めて強い地域のつながりの下，人々は生産，教育，福祉など生活にかかわる多く
のことを地域住民と共同で行っていた。しかしこのようなつながりは社会の変化の伴い希薄化
していった。1952 年に公表された「地方自治世論調査」（15）において「全体の約 70％の人が
近所付き合いをしなくても日常生活に困らないと感じている」，また「約半数の者は同地域に
住む隣人間にあってもあまり深く付き合わないほうがよいとの態度をとっており，深く交際す
ることを望んでいるものは 38％である」と調査結果の概要が記された。さらに 1969 年に公
表された「コミュニティ―生活の場における人間性の回復―」では，近隣の人々との結び付
きが次第に希薄化している点が指摘されたとともに，地域のつながりの希薄化により生ずる問
題について懸念が表明された。つまり 60 年代後半においては，地域のつながりが一定程度希
薄化していたことがうかがえる。『平成 19 年版国民生活白書』ではこれらの点から地域のつ
ながりの希薄化は最近始まったわけではなく，1950 ～ 60 年代から徐々に進み，近年におい
てもその流れは止まっていないということが指摘されている（16）。
　地域におけるつながりが年々弱くなっていることは地域住民も感じている。次の図は地域の
つながりが 10 年前と比較してどのように変わったと感じているかを表したものである（17）。
　これを見ると変わっていないという回答
が半数近くを占めているが，次に多いのは
弱くなっているという回答である。強くな
っていると感じている人が全体の 7％しか
いないのに対して，弱くなっていると感じ
ている人は約 3 割も存在している。地域で
のつながりがなくても困らないという人が
増えている中で，地域住民自身がつながり
の希薄化を感じていることがわかる。また
弱くなっていると回答した人がその理由と
して挙げている中で一番多いものは，「人々
図 1-5 10 年前と比較した地域のつながりの強さ
＊強くなっている」には「やや強くなっている」を，「弱 
くなっている」には「やや弱くなっている」を含む
（内閣府「平成 19 年度版「国民生活白書」より作成）
■ 強くなっている
■ 変わっていない
■ 弱くなっている
■ わからない
■ 無回答
46.5％30.9％
15.4％
7.0％
0.4％
81
世代間交流とは何か
の地域に対する親近感の希薄化」や「近所の人々の親交を深める機会不足」でどちらも半数
近くの人が感じていることである（18）。このような結果から地域での交流やかかわりについて，
住民は希薄化を感じていながらも，自らつながりを求めようとはせず，特に交流のきっかけも
ないまま暮らしているということがわかる。同じ地域に暮らしていてもお互いにつながらず，
それぞれ孤立してしまっている。
　またつながっていると感じている人たちの約 7 割が 50 歳以上であり，孤立化している人た
ちの約 6 割が 40 歳未満であるという結果も出ている。さらに地域での交流があるという 60
歳以上の人たちがその交流相手として挙げているのは「壮年の世代」が 67.8％，「青年の世代」
が 47.7％となっており，それより下の世代との交流がある者は約 1 割ずつしかいない（19）。地
域でのつながりが全体的に少なくなっている中でその傾向は特に若年層に表れていて，交流を
行っている高齢者の世代でも若い世代との交流はあまり行っていない。かつて日本では子ども
がどこに行っても見られ，大人とともに活動する様子も当たり前のようにあった。しかし現在
は世代を超えての交流どころか地域におけるつながりすらも薄れてしまっている。そのような
中で，地域における世代間交流が自然に行われるのを期待するのは難しいだろう。
（3）世代間交流の価値
　ここまで家族，地域，学校と分けて世代間交流の変質を見てきたが，これらの変質によって，
現代社会は子どもたちが日々の生活の中で世代間交流を行うことができない社会であるという
印象を受けた。
　子どもたちが育っていくのは，周りのたくさんの子どもたちや異世代の大人たちに囲まれた
環境であることが望ましい。子ども同士のかかわりはその中で互いを成長させることができ，
やはり遊びを通じて得られるかかわりは子どもにとって身近で，自然なものだろう。また大人
とかかわることで，大人から伝統や文化などを受け継いでいくことも考えられる。受け継ぐこ
とはもちろん子どもにとってプラスになることであり，大人から何も受け継がずに育っては得
られるべき知識や知恵も十分に得ることができない。さらに大人からしても，伝統や文化を受
け継いでいく相手がいないというのは，自分たちの時代や大切にしてきたものがそこで終って
しまうという気持ちになる。その場における人と人，世代と世代のつながりもなければ，時代
と時代のつながりもなくなっていく。
　また今日，子どもの社会性の無さや学力低下が指摘されているが，これは家庭や地域におけ
る教育力の低下も原因の一つであると考えられている。この家庭，地域における教育力は大人
と子どもとのつながり，さらには子ども同士のつながりがあってこそ，その力を発揮するもの
である。子どもが多くの場で他の人とつながりにくくなっている現代，家庭や地域においてな
されるべき教育が行われにくくなっているのも仕方ないと考えられてしまう。
　これまで見てきて，子どもたちは成長していく中で様々な世代との交流機会を与えられるべ
きだということが改めてわかった。子どもたちにとって意味のある世代間交流が学校教育等を
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通して行われなければならない。そのような交流にするためには3つの条件があると考えられる。
　まず子どもたちが一方的に与えられるだけの交流では意味がない。交流をする中で子どもたち
が自らの意思を持って様々な働きかけを行っていけること，また自主的にその交流を発展させてい
こうという意欲を生み出せるものであることが重要である。自然発生的な交流でないためにどう
しても，用意された機会を子どもが自分の意思で生かしていくことが難しくなる。しかしその中で
子どもたちが自分で考え，自ら学んでいこうとする姿勢は大切にしなければならない。与えられた
交流であることは仕方ないが，できる限りかつての自然の交流に近い形で行われるべきである。
　また子ども自身が，その交流を一度限りのもので終わらせたくないと思えるような交流でな
いとならない。先へと繋がっていく交流を行い，そこから子どもたちの日常における世代間交
流へも繋がっていけば交流の意味があったといえる。
　さらに世代間交流の相手となった人たちにとっても価値のある交流でなければならない。異
学年交流のように小学校内の交流であれば双方の価値を考えやすいが，小学校外の世代との交
流であると，ただの交流相手として協力してもらうという考えになってしまう。しかしかつて
の世代間交流は双方に得られるものがある交流であった。ただ子どもたちの成長の糧とするこ
とのみを考えていては，このようなかつての世代間交流に近づいていかず，それと同等の価値
を得ることもできない。
第 2 章　世代間交流とは
　ここで改めて世代間交流の定義をする。世代間交流とは，「異世代の人とのかかわりの中で，
子ども達が自主的に何かを感じ，学び，自分自身に活かそうとする態度を芽生えさせることが
できるような交流」のことである。また子ども達とその交流の相手となった者，「双方に価値
のある交流」でなければならないとする。このことを確認した上で第 2 章では世代間交流の価
値や，小学校で世代間交流を行うことのできる教科・領域について論じていく。
（1）世代間交流の種類とその価値
　世代間交流における異世代の捉え方を小学生を軸として考えていくこととするが，まず交流
相手の世代によって，世代間交流の種類分けをする。
　交流相手として考えられる世代を①乳児，②幼児，③小学校の異学年児童，④中学生・高校
生・大学生，⑤大人（父母世代，祖父母世代）のように分け，それぞれの交流の種類ごとにそ
の価値について考えていきたい。
①小学生と乳児の交流
　乳児と日常的に交流機会のある小学生は限られている。自分の家に弟や妹がいて，様子を見て
いたりかかわる機会のある子もいるだろう。しかし乳児と呼ばれる期間は短く，歳が近い兄弟だ
と弟や妹が生まれた頃には自分自身もまだ幼いため，どのような様子であったのか覚えていない
のではないだろうか。家の外に出ても，どこかで乳児と触れ合う機会など多くあるものではない。
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　小学生が乳児と交流することから得られることは，単に乳児の様子を知り，かかわり方を学
ぶことだけではない。もちろんそのような価値もあるが，乳児という存在に触れることで生命
についても考える機会になる。生まれたばかりの乳児と出会うことで，生命を持って誕生して
きていること，かけがえのない存在として大切にされていることがわかり，自分自身もそうで
あったということにも改めて気が付くことができる。他の世代間交流も人と人との交流である
ので生命にかかわっていることに違いはないが，乳児とのかかわりは特に生命を身近に感じる
ことのできる特別な交流であり，小学生にとって価値のあるものとなる。乳児は小学生という
普段かかわることのない者とかかわることで，母親（養育者）以外の存在を知り，新たな世界
に触れる経験を得られるのではないかと考える。
　小学生にとっても乳児にとっても互いに新たな存在や世界に気が付くことのできる貴重な経
験としてこの交流の価値を見出すことができる。
②小学生と幼児の交流
　幼児との交流機会もまた乳児のときと同様に，家に弟や妹がいれば日常的に行うことができ
る。また幼児は乳児に比べ動きも増え外で遊ぶことも多くなるため，家の外で家族ではない幼
児とかかわる機会もあるかもしれない。しかし全くそのような機会のない子もたくさんいるの
ではないだろうか。幼児に興味を持って自ら交流機会を得ようとする児童はなかなかいない。
　幼児期は，自分の意思を持ち様々なことに関心を示して，活発に活動するようになる時期で
ある。乳児は母親を中心とする養育者の助けの中で生活するが，幼児になると生活の様々な場
面で少しずつ自立していくようになる。しかし意思表示の仕方が上手くいかなかったり，生活
の中で周りの支えが必要なこともまだまだたくさんある。自我が芽生えてくるがまだ色々な面
において完全ではないこの時期の子どもは対応が難しいことも多い。そのような幼児と小学生
が交流することは，互いに多くの発見，成長が期待できると考える。
　まず小学生にとってのこの交流の価値は年上（小学生）としての自覚や責任感を持てること
である。幼児とともに活動をすることで自然と「自分がしっかりしなければ」という気持ちが
生まれる。また大変な思いもしながら活動をしていくことで，その経験が自信につながり，普
段の生活では気付くことのできなかった自分の一面に触れることもできるかもしれない。幼児
との絆が深まっていくと幼児に対する思いやりも育つ。自分自身の幼いころの様子を考え，成
長を振り返る機会にもなっていく。そして幼児にとっても小学生と交流することは価値のある
ことであり，小学生に色々教わり助けてもらうことで，憧れや成長への意欲を見出すことがで
きるだろう。特に幼稚園，保育園の年長児にとっては小学校，小学生を身近に感じ，進学への
期待を膨らませることのできる経験となる。
　共に活動を行うことで，幼小のなめらかな接続や，昨今問題とされている小 1 プロブレムの
緩和にも影響があるものと考える。
　小学生，幼児は共にどんなことでも成長へとつなげていける時期の子どもたちである。その
交流からも大人の予想していなかったような発見が期待できるのではないだろうか。
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③小学校における異学年交流
　今日，人間関係の希薄化が叫ばれる中で，子どもたちの周りの人間関係も限られた，範囲の
狭いものになっている。かつては地域の子どもたちで集団になって遊ぶ光景もあった。その集
団は年齢の限られたものではなく，様々な年齢の子どもたちが一緒になって作っていたもので
ある。しかし第 1 章でも述べたように子どもたちを取り巻く環境が近年変化し，年齢問わず仲
間と交流できる機会であった群れ遊びが衰退し，地域の仲間を持つ子どもも減った。さらに家
でも兄弟姉妹がたくさんいるという子どもは少なく，2 ～ 3 人もしくは一人っ子という家庭が
多い。そこで小学校という場で児童が学級，学年を越えて，異学年の児童と共に活動する機会
は非常に意味のあるものとなってくる。
　小学校には学年でいえば 1 年生から 6 年生まで，年齢でいえば 6 歳から 12 歳までの児童が
いる。その中での異学年交流は，全学年の児童数名ずつで作る縦割り班での活動やどこか二学
年の児童が一緒に活動を行う形のものなど，様々な交流の形が考えられる。例えば東京学芸大
学附属大泉小学校で行われている生活団活動（20）などがあげられる。
　異学年交流は，その学校や地域ごとに特色を生かした活動も工夫できる。また小学校内で行
えるため，児童会活動，クラブ活動，学校行事なども含めた特別活動，総合やその他の教科，
領域など活動を行える場面もたくさんある。それぞれの交流の形によって見出せる価値をしっ
かり考えた上で意味のある交流機会を計画していく必要がある。
　異学年交流を行う価値として上級生にとっては，責任感やリーダーシップを育てる機会とな
ることが挙げられる。また上級生として苦労する場面や困難も乗り越えていくことで，達成感
を得ることができるだろう。下級生は上級生のそのような姿を見て憧れを抱き，上級生から直
接色々と教わっていくことができる。
　この異学年交流を行うことで，学校の歴史や伝統を児童同士を通じて引き継いでいくことも
可能である。毎年恒例のその学校の特別な行事も，異学年の児童が一緒になって行うことで下
の世代へと自然に伝えていくことができる。また異学年交流によって児童同士が知り合いにな
ると，その活動の時間以外にも児童たちが一緒に遊んだりするようになることも期待できる。
そしてその遊びが学校内のみではなく，地域における遊びにも発展し，集団遊びが充実してい
くことが望めるのではないだろうか。
④小学生と中学生，高校生，大学生の交流
　小学生と社会に出て働く父母世代の大人たちとの間に当てはまるのが中学生から大学生まで
の世代である。幼児や異学年の子どもたちとは違い，これらの世代は地域で遊んだりすること
がなくなりそれぞれが自分の時間を持つようになるので，小学生が日常的にかかわることは兄
や姉の存在がない限り難しい。兄や姉がいても生活の時間が違うなどの理由から一緒に過ごす
時間が得られない場合も多いと考えられる。
　小学生にとって中学生，高校生，大学生はお兄さん，お姉さんのような存在であり，これら
の世代の人たちとの交流を通して子どもたちは，成長への憧れを抱き中学生，高校生，大学生
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の在り方を感じることができる。また優しくしてもらったり，何かを教えてもらったり，手伝
ってもらったことが喜びとなり，自分たちが年下の世代とかかわる時の様子も変わっていくと
考えられる。さらに中学生，高校生，大学生がどういうものなのか知る機会となり，特に小学
校高学年の児童が中学生とかかわることで進学への意欲，自らの進路に興味を抱くきっかけと
なっていくことも期待できる。中学生，高校生，大学生が小学生とかかわることで得られる価
値としてはまず，それぞれ中学生，高校生，大学生としての自覚を持ち，自己の有用性を感じ
ることができるということである。また中学生や高校生は部活や勉強などで忙しい時期であり，
大学生もそれまでの生活とは時間の使い方が違ってくるため，家族とのかかわりなどが減って
いく時期でもある。そのような時期に改めて小学生の素直で意欲的な様子を見ることで，日ご
ろの自分を省みるきっかけとなることも考えられる。
　この世代間交流を行うことでそれぞれつながりの無かった小学校と中学校，高校，大学が今
後つながりを持っていくことも期待できる。特に中学生との交流から小中連携の形ができてい
くことは，教育のつながりから考えても非常に価値のあることである。小学校，中学校，高校，
大学，それぞれの学校が協力し合って教育を行っていくきっかけとなる点もこの交流の価値で
あると考えられる。
⑤小学生と大人の交流
　大人といってもその中で世代が色々分かれるが，ここでは大きく分けて小学生から見た父母世
代にあたる大人と，祖父母世代にあたる大人（お年寄り）の2つに分けて論じていきたいと思う。
　小学生にとって父母世代の大人は自身の父母をはじめ，親戚や学校の教師，習い事の先生な
ど日常的にかかわっている存在であるかもしれない。しかしその範囲もかつてと比べると狭ま
っている。狭まってしまった要因として挙げられるのは地域におけるかかわりの希薄化である。
第 1章に述べた通り，かつては地域の大人と子どもが互いにかかわり合い，一緒に活動をする
機会もあった。しかし今日は地域において大人と子どもが一緒に活動をする様子はなかなか見
られず，隣近所の関係であっても挨拶を交わす程度の存在になってしまっている。このような
状態であるからこそ，小学生と大人の世代間交流を意図的に行うことに意味があると考えられる。
　小学生にとって普段かかわることのない大人とかかわることで，大人たちが日々どんな仕事
をしているのか，大人の存在が自分たちにとってどれだけ大切であるかがわかるだろう。そし
てそのような大人たちの姿を見て，「自分は将来こういう大人になりたい」という理想を見出
すきっかけとなることも期待できる。それに加えて中学生，高校生，大学生とは違う「社会で
働く大人」との交流となるため，児童は学校と社会の違いにも触れることができる。普段の学
校の授業では得られない知識や知恵も得られるだろう。また大人たちにとって小学生との交流
は改めて多くのことに気づける機会となる。特に普段子どもと接する機会のない大人たちにと
っては，短時間であっても直接交流することで子どもから教えられることもあるのではないだ
ろうか。また小学生の職場体験という形での交流も考えられるが，これによって大人が自分た
ちの職場を新鮮な目で見直すきっかけにもなる。
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　小学生と大人が世代間交流を行うことは，地域のつながりの深まりにも効果を示すと考えら
れる。交流の機会がなく特にかかわりなく生活していた両者が，意図的に行った交流をきっか
けとしてその後もかかわっていくことが可能となる。そのような点にもこの交流の価値を見出
すことができる。
　次に祖父母世代となるお年寄りとの交流であるが，祖父母と同居している子どもが少なくな
っている現代，この世代間交流の必要性は大きい。
　お年寄りとの交流を通して小学生はお年寄りに対する理解を深め，共に活動をする中から生
きた知識を得ることができ，お年寄りを敬う心も育つ。一方お年寄りにとっては，特に普段子
どもとかかわっていない人には，小学生との活動はとても新鮮なものであり，日々の生活によ
い影響や刺激となっていくであろう。また孫がいてもたまに会うだけの関係となってしまって
いるような人たちにとっては，その交流が自身の孫とのかかわり方を見つめ直すきっかけとな
ることも期待できる。小学生に対して自分たちの持つ知恵や知識を伝えていくことができるこ
とに気付き，それをその交流のみでなく，また別の機会に自ら子どもたちとかかわっていこう
と思えるようになればそれは大きな収穫である。
　小学生とお年寄りが交流することで，知識や伝統，文化を次世代へと引き継いでいくことも
でき，人と人だけでなく時代と時代をつなぐ交流となるのではないだろうか。
（2）世代間交流と実践教科・領域
　世代間交流を小学生が行うにあたって，交流を計画し行える場面は様々である。その中でも
ここでは，生活科と総合的な学習の時間，家庭科，特別活動，道徳に焦点をおき，それぞれの
教科や領域で交流を行う上でどのような活動を行うことができ，どのような意味のある交流に
なるのか考えていきたいと思う。
①世代間交流と生活科・総合的な学習の時間
○生活科
　生活科の目標は以下の通りである（21）。
　具体的な活動や体験を通して，自分と身近な人々，社会及び自然とのかかわりに関心をもち，
自分自身や自分の生活について考えさせるとともに，その過程において生活上必要な習慣や
技能を身に付けさせ，自立への基礎を養う。
　生活科には内容構成の具体的な視点として分類されたア～サの 11 の視点がある（22）。この
11 の視点のうち世代間交流に直接関係のある視点は以下の 2 つである。
イ  身近な人々との接し方―家族や友達や先生をはじめ，地域の様々な人々と適切に接するこ
とができるようにする。
コ  成長への喜び―自分でできるようになったことや生活での自分の役割が増えたことなどを
喜び，自分の成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちを持つことができるようにする。
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　小学校低学年で行う生活科はその目標にも述べられているように，児童が自ら活動し，体験し
ていく中で学んでいくことのできる教科である。また視点イの身近な人々との接し方，視点コ
の成長への喜びは世代間交流を通して児童が得ることのできる価値としても大切な要素である。
　さらに生活科の内容には次の図のような階層性がある（23）。
　この図から読み取れるよう
に，生活科は児童にとって身近
な学校，家庭，地域を第 1 の
階層とし，その上に生活におい
て児童が体験するべき内容が
あり，最終的に自身の成長へと
つながっていくようになって
いる。この階層性は世代間交流
を考える上でも関係してくる
ものである。子どもたちの身近
な存在を基盤に，そこから交流
の中で得た経験から学び，成長
への憧れや振り返りといった自分自身の成長について考えられるようになるのが世代間交流であ
る。特に生活科を行う低学年の児童にとって，身近なところから始まり普段は気付きにくい自身
の成長へ発展させていくという流れは，世代間交流を計画する上で考慮すべき部分である。
　生活科の目標や内容，さらにその階層性との関連から，生活科において世代間交流を行うこ
とは意味のあることであるといえる。
○総合的な学習の時間
　総合的学習の目標は以下の通りである（24）。
　横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，
主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの
考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，
自己の生き方を考えることができるようにする。
　総合的学習はその学習内容を「国際」，「環境」，「福祉・健康」，「地域・伝統」，「人間」，「情報」
の 6 つのコアに分けて考えることができる（25）。この中で世代間交流は，その交流内容によっ
ては福祉も当てはまる場合があるが，おもに「人間」のコアに深く関係してくる。
　また，総合的な学習の時間はその中で子どもたちに養われる力を「内容知」，「方法知」，「自
分知」として捉えることができ，それぞれ以下のように説明することができる（26）。
内容知： 総合・各教科・領域の学習内容がそれにあたり，子ども自身が何を体験し，何を獲
得するかの再編・統合・精選である。知識としての獲得内容ではなく，子ども自ら
 
■自分自身の生活
や成長に関する
内容
■自らの生活を豊
かにしていくた
めに低学年の時
期に体験させて
おきたい活動に
関する内容
■児童の生活圏と
しての環境に関
する内容
 （9） ?????
  （8） ???????  （7） ??  （6） ? ??
?
?  （5） ? ???  （4） ? ???
  （3） ?????  （2） ?????  （1） ?????
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掴み取る知恵となるとき，これを内容知と位置づける。
方法知： 子ども自身が「いかに学ぶか，どう学ぶのか」という学習方法であり，学び方である。
指導の効率化以上に，子どもの追求方法の実態に基づいたものでなければ，子ども
の方法知にはならない。
自分知： 子ども自身がどう自分を発揮し，そしていかに生きるかに繋がる自己発見・自己理
解を積み上げることである。「学習」と「生活」を結びつける知であるばかりか，学
ぶ意味や価値，そして生きる力となる「自己の確立」を築くための不可欠な知である。
　さらに，「人間」のコアにおいて養われる力をこれら 3 つの知で見ていくと以下のようにな
る（27）。
コア「人間」　　　共同・協働体験そして感動体験
　　　（内容知）ヒト，人間そして自分の成長と人間関係
　　　　　　自分と自分の成長に関わる人間環境とコミュニケーションを求める
　　　（方法知）共同・協働・共創で生み出す学習活動と学び方
　　　（自分知）自分の成長と人間関係
　このコアの中では「自分の成長」と「人間関係」という言葉が示されているが，これらは世
代間交流においても重要な言葉である。世代間交流は異世代の人との交流により，人間同士の
かかわりについて学ぶ。さらにそのかかわりの中で自分の成長を振り返ったり，これからの成
長について考えられる経験をしたりしながら，自分自身という人間についても学んでいく。
　総合的学習が体験的な活動を通して学習できる領域であること，「人間」ということについ
て直接学んでいくことが可能であることから，世代間交流を総合的学習の中で行っていくこと
は非常に意味のあることであるといえる。総合的学習の中では子どもたちが自ら学んでいこう
とういう姿勢を見出しやすいと考えられるため，学びの多い世代間交流を実施することができ
ると考えられる。
②世代間交流と家庭科
　家庭科の目標は以下の通りである（28）。
　衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，日常生活に必要な基礎的・基本的な
知識及び技能を身に付けるとともに，家庭生活を大切にする心情をはぐくみ，家族の一員と
して生活をよりよくしようとする実践的な態度を育てる。
　さらに家庭科の内容は以下の 4 つに分けられる（29）。
A　家庭生活と家族
B　日常の食事と調理の基礎
C　快適な衣服と住まい
D　身近な消費生活と環境
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　これらの中で世代間交流が授業として計画，実施できるのは「A 家庭生活と家族」であると
考えられる。さらにこの A の中もいくつかの項目で分けられているが，学習指導要領解説で
は A（1）のアとして「自分の成長を自覚することを通して，家庭生活と家族の大切さに気付
くこと」とされている。「自分の成長の自覚」は世代間交流から得られるものとして大切な要
素である。子どもたちにとって最も身近な世代間交流の相手である家族の存在，その中で支え
られながら成長することができたことに気付くことは世代間交流を通して子どもたちが得られ
る価値とも共通している。
　家庭科において地域の異世代の人との交流をするような授業を行う機会はあまり無いが，現
代の子どもたちに不足している家族とのかかわりという点から考えると，家庭科という教科を
世代間交流に活かしていくことは効果的なことである。
③世代間交流と道徳
　道徳の目標は以下の通りである（30）。
　道徳教育の目標は，第 1 章総則の第 1 の 2 に示すところにより，学校の教育活動全体を通
じて，道徳的な心情，判断力，実践意欲と態度などの道徳性を養うこととする。
　道徳の時間においては，以上の道徳教育の目標に基づき，各教科，総合的な学習の時間及
び特別活動における道徳教育と密接な関連を図りながら，計画的，発展的な指導によってこ
れを補充，深化，統合し，道徳的価値及びそれに基づいた人間としての生き方についての自
覚を深め，道徳的実践力を育成するものとする。
　さらに道徳の内容は以下のように大きく 4 つに分けられている（31）。
1．主として自分自身に関すること。
2．主として他の人とのかかわりに関すること。
3．主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること。
4．主として集団や社会とのかかわりに関すること。
　世代間交流を道徳で行うにあたって，4 つの内容のうち最も中心となるものは 2 の「主とし
て他の人とのかかわりに関すること。」であり，また学年によっては 4 の「主として集団や社
会とのかかわりに関すること。」も関係してくる。これについて学習指導要領の 2 学年ごとの
分類をもとに見ていきたいと思う。
　第1学年及び第2学年では内容2の（2）「幼い人や高齢者など身近にいる人に温かい心で接し，
親切にする。」（32）が，第 3 学年及び第 4 学年では内容 2 の（4）「生活を支えている人々や高
齢者に，尊敬と感謝の気持ちをもって接する。」（33）が当てはまる。第 5 学年及び第 6 学年で
は内容 2 において直接世代間交流にかかわるような項目が挙げられているわけではないが，内
容 4 の（5）「父母，祖父母を敬愛し，家族の幸せを求めて，進んで役に立つことをする。」（34）
が世代間交流に関係している項目であるといえる。
　世代間交流はその活動を通して，人とのかかわり方を知り，内容にも述べられているような「温
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かい心」，「尊敬と感謝の気持ち」などを学んでいくことができる。そのため世代間交流での経験
は，小学校教育の中で児童が身につけるべき道徳心や道徳的実践力につながっていく。このこ
とから「道徳の時間」においても世代間交流を扱うことは可能であり，さらに他の教科・領域
との関連という点からの道徳ということを考えても，世代間交流との関係は大きいといえる。
④世代間交流と特別活動
　特別活動の目標は以下の通りである（35）。
　望ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り，集団の一員と
してよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的，実践的な態度を育てるとともに，自己
の生き方についての考えを深め，自己を生かす能力を養う。
　特別活動の内容は「学級活動」，「児童会活動」，「クラブ活動」，「学校行事」の 4 つに分けら
れる（36）。この 4 つの中で特に児童会活動とクラブ活動の 2 つは異学年の児童が集まり行って
いく活動であるため，世代間交流の場として考えることができる。
　特別活動という領域は授業という形で行われる他の教科・領域とは異なり，児童が学校生活
の中で実際に経験していくことにより，自立に必要な力を養っていくことができると捉えられ
る。児童会活動，クラブ活動といった時間で，異学年の児童とかかわり合いながら，世代間交
流から得られる異学年交流の価値が見出されていく。
　児童が活動を通してさまざまなことを経験し学んでいくというように捉えることのできやす
い特別活動では，異学年の児童が共に活動を行うことができていれば良いというように考えて
しまいがちである。しかしどんな活動であってもねらいをしっかりと定めておかなければ，本
当に価値のある世代間交流とはいえなくなる。世代間交流の価値，特に異学年交流の価値をき
ちんと理解した上で活動を計画し，児童がねらいに向けて成長していくことのできるよう支援
していくことが不可欠である。そのようなことが踏まえられていれば特別活動において世代間
交流を行うことが可能である，むしろ児童にとって必要な世代間交流となるということがいえる。
　ここまで世代間交流を効果的に行うことのできる教科・領域を見てきたが，これらは小学校
の年間指導計画において，連携や組み合わせをしながら実践していくことが可能である。それ
ぞれの教科・領域の特長を理解しそれを活かしながら，より価値のある世代間交流の形を工夫
していくことが必要である。
第 3 章　世代間交流の実践分析
　第 2 章において世代間交流の交流相手を①乳児，②幼児，③小学校の異学年児童，④中学生・
高校生・大学生，⑤大人（父母世代，祖父母世代）の 5 つに分け，それぞれの交流の価値につ
いて論じた。この章では種類分けした世代間交流の中から，小学生と幼児の交流，小学校にお
ける異学年交流，小学生とお年寄りの 3 つの交流を取り上げ，それぞれの交流についての実践
例を分析していく。
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（1）小学生と幼児の交流
　幼児との交流は小学校の近くにある幼稚園の園児との交流という形で，生活科や総合的な学
習の時間で行われている例が多い。ここでは品川区立第一日野小学校第 1 学年の生活科で行わ
れた実践例を取り上げる（37）。
*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*
○単元名「もうすぐわくわく 2 ねんせい」
○単元のねらい
（1）1 年間を振り返り，成長した自分に気付く。
（2）2 年生に進級できる自信や希望をもつことができる。
（3）年長者としての自覚をもち，思いやりを持ってかかわれる自分に気付く。
○評価基準
（1）生活への関心・意欲・態度
　①自分の成長に関心を持ち，これまでの自分を振り返ろうとしている。
　②自分ができるようになったことを実感し，意欲をもって生活しようとしている。
（2）活動や体験についての思考・表現
　①  1年間を思い出し，できるようになったことを自分なりの方法で工夫してまとめたり，
発表したりすることができる。
（3）身近な環境や自分についての気付き
　①いろいろなかかわりを通して自分や友達のよさに気付いている。
　② 1 年間の自分の成長に気付いている。
○活動・評価計画（全 17 時間）
子どもの活動 支援〇と評価●
去年の今ごろはどんなだったかな
・幼稚園へ遊びに行こう。
1 年間のできごとを振り返ろう
・楽しいできごとがいっぱいだ。
●  1 年前の自分を振り返りながら，施設や園児とかかわる中で，
体や遊びの変化や成長に気付いている。〈関〉
〇楽しくかかわれるように声かけする。
〇 写真や観察（発見）カードなどの資料を整理する。
〇行事や思い出を学年の年表にしていく。
〇 季節や内容によって色の違うカ一ドや袋を用意する。
● 友達の発表を聞き，思い出す。（発言・つぶやき）〈気〉
できるようになったことを見つけよう
・どんなことができるようになったかな？
見つけたことをまとめよう
・こんなことができるようになったよ。
できるようになったことを発表しよう
・できるようになったことがいっぱいだ。
・ 思い出やできるようになったことを書こう。
（国語との関連）
〇 入学したころの自分を振り返る資料（文字・絵・カードなど）
を準備する。
● 学校・家庭・地域と様々な場で楽しかったこと，がんばったこ
となどを思い起こす。（発言・カード・行動）〈関〉
〇 学習・運動・身体・生活・遊び・心などいろいろな視点から，
できるようになったことを見つける。（カード・発表 )
〇 できるようになるまでにがんばったこと，できたときの気持ち
を思い出させたい。（発表・つぶやき）
● 国語の「アルバムをつくろう」で作文の書き方を工夫する。（作
品・発表）〈思〉
● 楽しかったこと，がんばったことなどを発表し，自分や友達の
よさに気付く。〈気〉
 1. わたしの一年間 （3 時間）
 2. できるようになったこと （4 時間）
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　この実践は児童が幼稚園児との交流でかかわり方などを学んでいきながら，自分自身の成長
に気付き，さらに第 2 学年に進級する希望へとつながっていくことを大きなねらいとして設定
され，年度末となる 2 ～ 3 月に行われている。
　4 つの小単元からなっており，直接幼稚園児との交流が行われているのが第 1 小単元の「わ
たしの一年間」と第 3 小単元の「いっしょにあそぼう」である。さらに第 4 小単元の「プレ
ゼントしよう」では交流した園児に向けての活動を行っている。
　ここでこの実践を第 2 章での論をもとに①小学生にとって価値のある交流となっているか，
②幼児にとって価値のある交流となっているか，③共に活動することで得られる価値が見いだ
せる交流となっているか，これら 3 つの視点から分析していく。
①小学生にとって価値のある交流となっているか
　小学生が幼児と交流する価値としては大きく 2 つのことが挙げられる。
　1 つ目は年上（小学生）としての自覚を持てるということである。幼児と交流することで自
分がリードしなければという気持ちが生まれ，小学生として責任感や自覚を持てるようになる。
この実践の第 3 小単元では小学生と園児が 1 対 1 のペアとなりいろいろなコーナーを回ると
いう活動がある。1 対 1 でのかかわりとなるため小学生には，自分が園児を引っ張っていかな
ければという思いが芽生える。これは年上（小学生）としての責任感，自覚へつながっていく
ものであり，直接かかわっているからこそ抱くことのできる思いである。この点ではこの実践
は価値のある世代間交流となっている。しかし実際には園児とペアを組めたのは 30 人の児童
のみであり，23 人の児童は各コーナーの係が割り振られていて，1 対 1 の交流は行えていない。
どの児童にも平等に交流の機会が与えられなければ，生活科の授業として計画して行っている
意味がなくなってしまう。
　価値の 2 つ目は，幼児とのかかわりから自分自身の成長に気付くということである。この実
新一年生を迎える会の計画を立てよう
・どんなことをすると喜んでくれるかな。
迎える会の準備をしよう
・ペンダント、招待状をつくろう。
・リハーサルをしよう。
ようこそ きりん組さん
・一緒に遊ぼうね。
・いろいろなコーナーで遊ぼう。
〇 入学する前後のころを思い出して，園児に喜んでもらえる計画
を考えるようにする。
〇 遊ぶコーナーの内容や準備はできるだけ児童の力で実現できる
ように支援する。
● グループで，工夫して遊ぶコーナーの準備や作業を進めること
ができる。（行動・作品）〈思〉
〇 人とのかかわりが苦手な児童や園児に声かけをする。
● 園児が楽しく遊べるように，思いやりを持って接するように気
を配る。（行動観察・会話・つぶやき）〈気〉
すてきな教室をプレゼントしよう
（国語・図工・特別活動との関連）
・きりん組さんに手紙をかきたいな。
・新 1 年生の教室を飾ろう。
・もうすぐ 2 年生だね。
〇 楽しかったこと，また遊びたいことなど絵手紙にかけるように
する。
〇 進んで教室や靴箱などの掃除をしたり，球根の世話などをした
りする。
● 新 1 年生が喜ぶ教室を考え，飾るものをつくる。〈思 / 関〉
●新 1 年生のためにたくさんできることがあることに気付き，楽
しんで行う。（会話・行動観察・作品）〈気〉
〇これからしたいことを考え，進級に希望を持つ。
 3. いっしょにあそぼう （5 時間）
 4. プレゼントしよう （5 時間）
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践は幼児との直接のかかわりがあるため，一年前の自分たちの様子を思い出すきっかけが得ら
れる。また第 4 小単元において新 1 年生のための教室装飾を行う活動があるが，これによっ
て自分たちが第 2 学年へと進級することを実感でき，進級，成長への意欲となると考えられる。
②幼児にとって価値のある交流となっているか
　小学生と交流することで幼児が得ることのできる価値としては，交流の中で小学生に助けて
もらったり，教えてもらったりといった経験をすることで，小学生への憧れを抱くことができ
るということである。この実践では小学生が企画し，運営している「迎える会」に園児が参加
する。ここで各コーナーでの遊びを楽しんだり，ペアの小学生にいろいろ教えてもらったりと
いう経験をすることで，園児は「小学生はすごいな。」といった気持ちになる。そしてそんな
小学生の姿に憧れ，自身の成長への意欲へとつながっていくと考えられる。
③共に活動することで得られる価値が見いだせる交流となっているか
　小学生と幼児が共に活動することで，幼小の接続に良い影響を与え，小 1 プロブレムの
緩和につながるといった価値が得られる。この実践において児童の交流相手となっている
のは幼稚園年長児であり，もうすぐ入学を控えた園児が小学校，小学生に触れられる良い
機会にはなっている。しかし長い期間継続的に交流してきたわけではないため，幼小の接
続には不十分だと考えられる。幼小の接続，連携にはやはり，年間を通した継続的な交流
が必要である。またこの交流から小 1 プロブレムが緩和されるということはあまり期待で
きない。第 1 学年のみとの交流ではなく，中学年，高学年とも交流し，様々な小学生の姿
に触れる機会を設け，小学校生活とはどのようなものなのかを知れるような交流をするべ
きだと考えられる。
　この実践は小学生，幼児共に，それぞれが価値を得ることのできる世代間交流になっている
といえる。しかし，全体的にもう少し直接かかわれる時間を設けるとさらに深まると考えられ
る。また「小学生と幼児の交流」という機会を，「小学校と幼稚園の接続」につなげていくに
はまだ不十分な点があるのではないかと考える。
（2）小学校における異学年交流
　異学年交流はこれまでにも述べたとおり，特別活動の時間に縦割り班の活動として行われて
いる形が多い。
　ここでは東京学芸大学附属大泉小学校の実践を取り上げる（38）。同小学校では「生活団」と
いう異学年の集団がある。この生活団は各学年から約 5 人ずつが集まってできており，6 学年
18 クラスを 24 団に再分配して成り立っている。そして各団に教員一人が担当している。つま
り同小学校児童は自分のクラス以外にもう一つのクラス，もう一人の担任を持っていることに
なる。また 6 年生と 1 年生，5 年生と 2 年生，4 年生と 3 年生でそれぞれペアを組むことにな
る。次の表は生活団の一年間の活動を示したものである（39）。
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　異学年交流が意味のある世代間交流となるには，①上級生が価値の得られる交流となっている
か，②下級生が価値の得られる交流となっているか，③異学年同士が共に行う活動としての価値
が得られるか，という3つの視点が重要となる。それぞれの視点からこの実践を分析していく。
①上級生が価値の得られる交流となっているか
　上級生が異学年交流から得られる価値として，責任感やリーダーシップを養うことができる
ということが挙げられる。この実践の生活団は団長を中心とする 6 年生の子どもたちがまとめ
ている（40）。団の話し合いは団長が司会進行を務め，別の 6 年生は書記をしたり，低学年の子
たちに対してわかりやすく説明したりしながら進められている。これによって 6 年生は自分に
与えられた役割を努めることで，最高学年としての自覚を持ち，リーダーシップを身につけて
いくことが可能であると考える。
　さらに以下は 11 月に行われている全校遠足の様子についての記述である（41）。 
　きくまつりや全校遠足は，生活団にとって楽しく盛り上がる活動である。
　3 年生や 4 年生が坂道に負けないように，元気なかけ声で仲間を励ます。団長や班長は地
図を見ながら力強く指示を出す。6 年生や 5 年生はペアのリュックをしょってあげ，励まし
ながら歩く。低学年の子どもたちはその励ましに応えようと精一杯頑張る。楽しいなかにも，
たくましいチームワークが見られる場面である。
　全校遠足は団ごとにコースを選び，スケジュールを決め，自分たちの力を出し合って山を
登り，1 日を過ごす。
　4 月に結成された団が半年かけて固まり，一つになる。
　高学年の子どもたちは，自分のペアの子を中心に下級生の子どもたちをリードしている。ま
た中学年の子どもたちも低学年を励ましている。下級生の子どもたちと行動することでそれぞ
れに上級生としての自覚が芽生え，自分ができることに一生懸命取り組んでいることがわかる。
　この実践は全学年の児童により団を形成しているため，高学年にとっては全体をまとめる力
を発揮しやすく，中学年も低学年に対して上級生となれる。教員ではなく児童が主体となって
行っているため，上級生の責任感は養われやすいと考えられ，上級生にとっての価値を見出す
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ことのできる世代間交流である。
②下級生が価値の得られる交流となっているか
　下級生の得られる価値は，上級生の姿を見たり色々教わったりすることで，上級生に対して
の憧れを抱くということである。この実践で下級生は，団の中心となって自分たちを引っ張っ
てくれる 6 年生の頼もしさを実感することができる。特に入学したての 1 年生にとって，ペ
アの 6 年生はとても大きな存在となるだろう。また先に示した全校遠足の記述からもわかるよ
うに，上級生は下級生が頑張れるよう声かけなどをして励ましている。このように上級生のた
くましさや優しさに直接触れることで，下級生は「自分もあんな風になりたい。」という気持
ちになることが考えられる。
　このようなことから世代間交流としての価値を見出すことができ，下級生の成長への意欲を
芽生えさせることのできる活動になっているといえる。
③異学年同士が共に行う活動としての価値が得られるか
　異学年が共に活動をすることで得られる価値は大きく 2 つのことが考えられる。
　1 つ目は異学年交流によってその学校の文化や伝統を児童同士を通じて引き継いでいくこと
ができるということである。この実践において生活団の活動は学校行事と結びつきながら行わ
れているため，行事の形式や運営を次の世代へと引き継いでいくことができる。その世代の特
色を活かしながら，伝統の守られた行事を行うことが可能であると考える。
　2 つ目の価値は，児童同士顔見知りとなることでその活動の時間以外でも交流するようにな
るということである。私は以前この東京学芸大学附属大泉小学校の「お別れ音楽会」を見させ
ていただく機会があった。このとき児童の様子を見ていると，異学年の児童同士が当たり前の
ように会話をし，兄弟姉妹のように見えることがあった。同小学校には様々な地域から子ども
たちが通っているため，学校外での交流があるかは明らかでないが，異学年の児童の結びつき
ができているということがわかる。
　この実践は一年間を通して行われ，さらに次の年度にはまた新しい団となっていく。世代間
交流を考える上で，「一度限りの交流で終わらせてはならない。」ということを第 1 章で述べた。
この生活団の一年間の活動から見る限り，交流がその場限りで終わってしまっている様子は見
受けられない。一年間の活動の全てについて明らかになっているわけではないが，この実践は
世代間交流の価値を十分に踏まえたものであるといえる。
（3）小学生とお年寄りの交流
　お年寄りとの交流は様々な授業や活動の時間に実践されているが，ここでは総合的な学習の
時間で行われた実践例を取り上げ分析していく。
　今回取り上げる実践は京都市立山王小学校の第 6 学年で行われたものである（42）。
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○単元名（主題名）「ライフ－Ⅱ ～おじいちゃん，おばあちゃんといっしょに～」
○単元（主題）のねらい
① 自分という一人の人間が誕生してから今日まで成長してきた過程を振り返り，人間の体の成
長と老化，健康と安全，老後と福祉などについて体験的に調べながら，高齢者の抱える問題
をいろいろな立場で共感的に考えることができるようにする。
② 高齢者の方々との交流を通して，自分を大切にする姿勢や人としての存在感，他者を尊敬す
る気持ちなどに気付き，自分の生き方を見つめていくことができるようにする。
○単元の指導計画
流れ・時間 主な学習活動 学習材・人材 留意点 評価規準（評価方法）
?
?
?
?
?
?
?
1
〇ヒトの体について学んだこ
とをもとに自分の体の成長に
ついて調べたり，これからど
のように成長していくのか話
し合ったりする。
・理科教科書
・家族
・アルバム
理科学習と関連付けなが
ら家族からの聞き取り調
査をするようにする。
〈学習への関心・意欲・探究力〉
健康・安全・福祉などに関心をもち，問題を意識し
ながら追究課題を見付けようとしている。（発言分
析，記録分析）
2～ 4
〇歳をとると体にどのような
変化が起きるのか，80 歳の
自分を予想したり，祖父母，
地域の高齢者に尋ねたりして
老化について調べる。
・祖父母
・地域の敬老会
・参考図書
自分の祖父母や地域の
方々から直接話を聞ける
ように事前にお願いして
おく。
〈表現力〉
相手に尋ねたり，思ったことを伝えたりしながら，
高齢者の方とのコミュニケーションを楽しむことが
できる。（行動分析，発言分析）
〈表現力〉
聞いた話の要点を整理したり，相手の表情から意図
をくみ取ったりして，願いや思いを知ることができ
る。（記録分析）
5～ 10
〇聞いたり，見たりして調べ
たことをもとに，体の老化現
象について疑似体験する。
〇視野，視力，運動能力など
可能な範囲で疑似体験をし，
思ったこと，感じたことを話
し合う。
・シュミレーター
・VTR
身体機能の老化は，必ず
誰もが迎えるという視点
で体験させ，不自由な面
だけでなく高齢者の努力
についても考えられるよ
うにする。
〈学習への関心・意欲・探究力〉
地域の高齢者の話や疑似体験をもとに，80 歳の自
分という視点で健康，安全，福祉などについて問題
を見付けようとしている。（行動分析，発言分析）
11～ 12
〇話し合ったことをもとに分
かったことや疑問に思ったこ
とを整理し，課題作りや計画
作りをする。
・活動計画カード
・パンフレット
解決の方法を具体化する
ようにする。
〈計画力〉
自分の学習課題を明らかにし，課題追究のための調
査方法を考え，計画的に取り組むことができる。（記
録分析）
?
?
?
13～ 23
〇各自の追究課題に基づいて
調べる。
ex: 成長と老化，健康と医療，
高齢者と福祉などについて
〇地域の福祉施設，ホームヘ
ルパー，病院，地域の様子な
どを体験的に調べる。
・東九条特別養護老
人ホーム，地域で活
躍するホームヘルパ
ーの方，老人医療に
携わる病院関係の方
など
調べる方法について支援
できるよう，事前に関係
機関に協力依頼や打ち合
わせ・調整をする。
保健，社会科，家庭科な
どと関連付けるようにす
る。
〈生活実践力〉
地壊の方々へ積極的にあいさつしたり話しかけたり
することができる。
（行動分析）
〈自己の生き方〉
同じ目の高さで話す，表情豊かに話すなど，相手の
ことを思いやりながら高齢者と交流しようとしてい
る。（行動分析）
24～ 28
〇調査活動や調べてわかった
ことをいろいろな方法でまと
める。
ex: 新聞形式・ポスター・劇
化など
〇発表会までに作品を掲示し
ておき，友達の活動内容が事
前に分かるようにする。
・模造紙
・'TP シート
・調査資料
・付箋紙
・質問カード
体験的な活動を通して分
かったこと，教えてもら
ったことが表現できるよ
うに一人一人の個性に合
わせて支援する。
〈表現力〉
調査結果や自分の考えを絵図や写真などを使って，
分かりやすくまとめることができる。（作品分析）
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　この実践において，小学生がお年寄りとの直接の交流を行っていると考えられるのは，単元
の 2 ～ 4 時間目と 13 ～ 23 時間目に行われている活動である。
　小学生とお年寄りの交流から得られる世代間交流の価値は，①小学生にとって価値のある交
流となっているか，②お年寄りにとって価値のある交流となっているか，③共に活動すること
で得られる価値が見いだせる交流となっているか，この 3 つの視点に分けられる。これらの視
点をもとにこの実践を分析していく。
①小学生にとって価値のある交流となっているか
　小学生がお年寄りとの交流で得る価値としては，活動を通してお年寄りから生きた知恵を直
接得ることができるということが挙げられる。この実践では小学生がお年寄りに直接話を聞く
活動がある。指導計画の評価基準の欄を見ると，お年寄りとのコミュニケーションなどについ
て項目が挙げられている。お年寄りとの交流から，接し方やコミュニケーションの仕方を学ぶ
ということも世代間交流の価値として考えられることであり，その点では小学生は価値を得ら
れている。しかしこれだけでは世代間交流として十分とはいえない。
　この実践において，小学生がお年寄りからどのような話を聞いたのかは一部しか明らかでな
いが，「歳をとって苦労すること」を中心に聞いたようである。ここで聞いたことがこの実践
の後半の活動につながってくることは理解できる。しかしこれがお年寄りから直接学んでほし
い生きた知恵であるかは疑問である。子どもたちにお年寄りから学んでほしい生きた知恵とは，
三世代世帯の中で子どもたちが育っていくことで得られたような，祖父母世代であるからこそ
知っている知識，知恵である。伝統や文化，歴史など学校の授業などでは教われないことを知
る機会となるのがこの世代間交流である。この実践でも多少はそのような知識，知恵を得られ
るかもしれない。しかしお年寄りの話を聞いているだけでは十分ではないだろう。何か一緒に
活動をすることを通して，その中で子どもたちが様々なことを学ぶ。そのような中で得たもの
が生きた知恵といえるものである。
　このような点からこの実践は小学生が価値を得るには，「お年寄りと一緒に行う活動」が不
足しているといえる。
?
?
? 29～ 34
〇発表会を行い，健康・生き
がい・まちづくりなどの視点，
で見えてくる現状や工夫して
いる点，問題点について話し
合う。
〇自分の家族や地域に住む高
齢者の方と，共に生きていく
ことについて考える。
・福祉，医療など京
都市の取組資料や関
係者
・地域の関係団体の
方
調べた視点で，実際に地
域の中を歩いたり，区役
所や関係機関を尋ねたり
できるようにする。
〈思考力〉
介護体験と福祉事業，地域安全マップとまちづくり
事業など，学んだことを関連付けながらこの地域に
住む高齢者の願いや思い，自分とのかかわり方につ
いて考えることがでぎる。（行動分析，記録分析）
〈思考力〉
福祉問題，高齢者問題など，これからの取り組む方
向や方法について将来の自分に置き換えて考える
ことができる。（発言分析，記録分析）
?
?
? 35～ 40
〇「80 歳の自分と社会」に
ついて，自分の生き方を振り
返りながら今の自分にできる
ことを地域の中で実践してい 
く。
・地域の関係団体の
方
・生活点検カード
・実践計画カード
自分の問題として高齢者
の方に協力できることを
具体的に考えていけるよ
うにする。
〈生活実践力〉
高齢者にとっての安全なまちづくり，充実した生活
を実現するための地域の取組に関心をもっている。
（発言分析）
〈自己の生き方〉
相手の願いや思い，生き方などを共感的にとらえな
がら，自分の生き方について見つめ直している。（自
己評価）
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②お年寄りにとって価値のある交流となっているか
　小学生との交流によってお年寄りが得ることのできる価値はまず，小学生との活動がお年寄
りにとって新鮮な体験となることである。小学生はこの実践で，自分の祖父母や地域に住むお
年寄りから話を聞いている。普段小学生とかかわる機会のないお年寄りにとっては，小学生と
少し話をするだけでもとても新鮮な経験となったと考えられる。しかし小学生にとっての価値
を考えたときと同様，お年寄りもただ「歳をとって苦労すること」を聞かれて答えているだけ
では，交流として物足りない。
　またもう一つの価値として，お年寄りが自分たちの知識や知恵を小学生に伝えることができ
ることに気付き，それをきっかけに普段から子どもたちとかかわろうという気持ちを抱くよう
になることが挙げられる。この実践では先にも述べたようにお年寄りが「小学生と一緒に行う
活動」が不足している。そのためお年寄りが何かの活動を通して，小学生に自分の知識や知恵
を伝えていくことができない。話をするだけでもその中で伝えられることはあるが，やはり一
緒に何かを行う中で伝えていくほうがより具体的なものになり，お年寄りも伝えられる喜びを
感じやすいと考えられる。
③共に活動することで得られる価値が見いだせる交流となっているか
　小学生とお年寄りが共に活動することから，知識や伝統，文化を次世代へと引き継いでいく
ことができ，人と人だけでなく時代と時代をつなぐ交流となるという価値が得られる。この実
践では小学生とお年寄りとのかかわりが不足していると考えられるため，「人と人のつながり」
という点もそれほど期待できない。また「人と人とのつながり」が不十分ということは「時代
と時代のつながり」にもなっていかない。ここで何度も指摘しているとおり，この実践は「共
に活動をする」という点で不十分である。そのためここで示した交流の価値も得ることができ
ない。やはりこの価値は小学生とお年寄りが「一緒に」何かをしなければ得ることができない。
　この実践は全体を通して，小学生とお年寄りの直接の交流が足りないといえる。お年寄りが
話をする，小学生がそれを聞くという活動も意味のないことではないが，互いのつながりや交
流の価値を考えるならば，一緒に行える活動を提案すべきである。そしてそこから互いを知り，
世代間交流の価値を見出していく必要がある。
第 4 章　小学校における世代間交流のカリキュラムと実践
　これまで，世代間交流の必要性と価値，小学校の教科・領域との関連について論じ，実践例
の分析を進めてきた。この章ではこれらをもとに私が目指す「小学校における世代間交流のカ
リキュラム」と実践の在り方の提案を行う。
（1）カリキュラムの提案
　この章までの論述，分析から，児童には小学校の 6 年間を通じて世代間交流の機会を与える
必要があるということを明らかにしてきた。そこでここでは，小学校第 1 学年から第 6 学年
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がそれぞれ行う必要があると考えられる世代間交流をカリキュラムとして提案する。
　カリキュラムは横に沿って見ると各学年で行うべき内容が，縦に各教科・領域で行うべき内
容が分かるように作成した。各教科・領域は左から「生活科・総合的な学習の時間」，「特別活動」，
「道徳の時間」，「教科」と実践の場を位置づけた。各世代間交流の内容に関しては，「生活科・
総合的な学習の時間」，「特別活動」の欄では第2章で論じた世代間交流の種類を示している。「道
徳の時間」では第 2 章の道徳における世代間交流の論述を元に，学習指導要領の内容のどこに
当てはめられるかを示している。「教科」では，他の教科・領域で行った世代間交流の内容に
関連した学習として，どの教科でどのような単元で取り扱うことができるか，またはどのよう
な教材を用いるのが効果的であるかなどを示している。
　以下が私の提案するカリキュラムである。
　このカリキュラムについて，各教科・領域の欄に従い①生活科・総合的な学習の時間，②特
別活動，③道徳の時間，④教科と分けた上で，詳しく論じていく。
①生活科・総合的な学習の時間
　第 1・2 学年が生活科，第 3 ～ 6 学年が総合的な学習の時間となっている。
　まず第 1・2 学年については行う必要がある世代間交流が全部で 3 つある。1 つ目の「お年
寄りとの交流①」は，子どもたちが遊びを通してお年寄りと交流できる活動が考えられる。遊
生活科・総合的な学習の時間 特別活動 道徳の時間 教科
第５学年
第６学年
第１学年
第２学年
第３学年
第４学年
総合的な学習の時間
幼児との交流②
生活科
お年寄りとの交流①
総合的な学習の時間
お年寄りとの交流②
総合的な学習の時間
乳児との交流
第１～６学年の縦割り班における
年間を通した活動
○低・中・高学年それぞれの
縦割り班活動における役割
低学年
上級生に支えてもらいながら、様々なこ
とを経験し学んでいく。
中学年
上級生の様子を見て学びながら、自らも
低学年をリードしていこうと力を発揮する。
高学年
班のリーダー的存在となり、下級生を
引っ張っていく。
他
の
教
科
・
領
域
と
関
連
し
た
活
動
委
員
会
活
動
ク
ラ
ブ
活
動
その他
異学年交流として
含まれる活動
家
庭
科
家
庭
生
活
・
家
族
生活科
大人（父母世代）
との交流①
生活科
幼児との交流①
総合的な学習の時間
中学生との交流
総合的な学習の時間
大人（父母世代）
との交流② 学習指導要領4-(5)
父母、祖父母を敬愛
し、家族の幸せを求
めて、進んで役に立
つことをする3)。
学習指導要領2-(4)
生活を支えている人々
や高齢者に、尊敬と感
謝の気持ちをもって接
する2)。
学習指導要領2-(2)
幼い人や高齢者など
身近にいる人に温か
い心で接し、親切にす
る1)。
社会
くらしと産業の学習
（農業・工業・情報産業）
国語
お年寄りとの交流
（「お年寄り」という存在に
触れる教材）
国語
幼児との交流
（「幼児」という存在に
触れる教材）
 （43）
 （44）
 （45）
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びの内容を「昔の遊び」とすることによりお年寄りが子どもたちに知恵を伝えることができ，
伝統を引き継いでいく機会にもなる。またこの活動は，第 1・2 学年どちらで行っても良いと
考えられるため，共通の表記となっている。
　2 つ目は第 1 学年で行う「幼児との交流①」である。幼小の接続等から考え，第 1 学年に設
定した。交流の相手は年長児がふさわしい。交流の内容は一緒に遊んだり，互いに幼稚園，小
学校を訪問したりと様々考えられるが，直接の交流の時間を多く設け，双方の価値を見出せる
よう工夫していく必要がある。
　3 つ目は第 2 学年で行う「大人（父母世代）との交流①」である。第 2 学年の生活科では「町
たんけん」が設定されていることが多い。この「町たんけん」を通して子どもたちは地域の大
人と触れ合い，また様々な仕事を目にする。これは世代間交流としての価値も含みながら実践
できる活動であると考え，ここへ設定した。
　第 3・4 学年ではどちらの学年でも実践可能なものとして 2 つの交流をあげているが，どち
らの交流も低学年で行ったものを発展させたものとなっており，②としている。
　1 つ目は「幼児との交流②」である。第 1 学年で行った①では幼小の接続に重点を置き「1
年生と年長児の交流」であったが，ここでは「幼い子との交流機会があまりない現代の小学生」
という点から考えた交流である。交流の相手も年長児に限ることなく考え，また中学年となっ
たことにより，さらに子どもたち主体となった活動へと発展させ行う必要がある。
　2 つ目は「お年寄りとの交流②」である。①は生活科で行われていたものが総合的な学習の
時間で行われることになるため，子どもたちが自ら課題などを見つけその解決に取り組めるよ
うな活動へ発展させなければならない。交流相手のお年寄りは①の時と違う方々でも良いが，
継続的な交流という点から同じ方々ともう一度交流し，子どもたちの成長を感じてもらうのも
良いと考えられる。
　第 5・6 学年では 3 つの交流を設定している。1 つ目はどちらの学年で行っても構わないも
のとして「乳児との交流」がある。これは低・中学年では行われていない種類の交流である。
乳児は言葉で自分の意思を表せる幼児よりもさらに交流が難しく，大人でも慣れていないと接
し方に悩むことがある。高学年となり，低・中学年で幼児との交流を経験してきた子どもたち
に，新たに乳児という存在との触れ合いの場を設けることは非常に価値のあることであると考
えられる。またここまで成長した子どもたちが乳児との交流をきっかけに，自身の成長を振り
返ろうとすることも期待できる。
　2 つ目は第 5 学年で行う「大人（父母世代）との交流②」である。これは①が第 2 学年で行
われているが，①ではどんな仕事があるのか，働いている大人の様子はどのようなものかを知
る活動となっている。第 5 学年では②として実際に子どもたちも仕事をする「職場体験」とい
う形で活動を行う。それを通して大人との交流はさらに深いものとなる。働く大人や仕事に対
する憧れもより具体的なものとなり，キャリア学習につながっていくものを想定している。
　3 つ目は第 6 学年で行う「中学生との交流」である。これは中学校への進学を控えた子ども
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たちが中学校がどのようなものなのかを知り，中学生の様子を実際に見ることで，成長，進学
への意欲を見出すことを大きな目的としここへ設定している。もちろん小学生が得られる価値
のみに偏った交流にならないよう配慮し，総合的な学習の時間で扱っているということも踏ま
えた上での活動にしなければならない。
②特別活動
　特別活動においては「異学年交流」を設定している。第1～6学年の児童で縦割り班を形成し，
年間を通して活動を行っていく。このような形で行うようにした理由は，第 3 章で分析した東
京学芸大学附属大泉小学校の実践が異学年交流として非常に価値のあるものであると感じたか
らである。児童主体で行える活動を計画した上で，低・中・高学年の児童がそれぞれ，表に示
されているような役割を果たすことができるように配慮していくことで，どの学年の児童にも
価値のある交流となっていく。またこの縦割り班での活動を毎年行いその小学校の形として確
立していくことで，学校の歴史や伝統を児童自身が引き継いでいくことが可能である。
　さらに特別活動では縦割り班での活動以外にも，他の教科・領域と関連させながら随時必要
に応じた異学年交流を行っていくこともできる。また第4～6学年で行われるクラブ活動，第5・
6 学年で行われる委員会活動も異学年交流として考えられる場である。
　特別活動において異学年交流の場を設けることで，児童同士の結びつきが強くなり，児童た
ちが自ら異学年でのかかわりを持てるようになることが期待される。
③道徳の時間
　道徳教育は小学校生活全体を通じて行われるべきものであるが，ここでは「道徳の時間」に
設定できる世代間交流を示している。第 2 章で述べた学習指導要領における 2 学年ごとの内
容分類に基づき，低・中・高学年で 1 項目ずつ設定し，低・中学年では国語との兼ね合いから
偶数学年で，高学年ではどちらで扱っても良いものとして計画している。道徳の時間では随時，
学習内容に適した教材を用いることが考えられるが，ここでも，内容分類に当てはまり，世代
間交流に効果的に作用する教材を選択して用いる。場合によっては道徳の時間に直接の交流を
計画することも可能である。「人とのかかわり」について学習していく道徳の時間を上手く活
用していくことも，小学校における世代間交流には欠かせないことと考える。
④教科
　ここでは生活科や総合的な学習の時間において行うべきとして設定した世代間交流の活動に
関連させながら，その活動をさらに効果的にしていくために他の教科で行うことのできる学習
が示されている。第 2 章で論じた家庭科に，国語と社会を加えている。
　まず国語は第 1 学年と第 3 学年に設定している。第 1 学年では生活科において低学年で行
うべきとした「お年寄りとの交流」に関する学習を設定している。教材は教科書ではなく第 1
学年ということからも絵本教材が理想的であり，1 つに限らず複数の絵本を扱うことも考えら
れる。お年寄りに関する内容の絵本を扱うことで，実際のお年寄りとの交流について考える機
会となり，お年寄りという存在がより身近になるよう活用できれば良い。第 3 学年では「幼児
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との交流」に関する学習を行う。ここでも教科書以外の教材（自作教材等）を扱うことで，幼
児について考える機会とし，交流に活かしていくことが期待できる。第 1 学年においても第 3
学年においても授業数をそれほど多く扱う必要はなく，実際の活動と関連するよう学習を行う
ことで，世代間交流に非常に効果的に働くと考えられる。
　次に第 5 学年には社会を設定した。内容は「くらしと産業の学習」であり，つまり第 5 学
年の社会で行う農業，工業，情報産業などの産業についての学習である。この学習全てを世代
間交流に結びつけるわけではなく，総合的な学習の時間において職場体験を行う第 5 学年の児
童が，「産業」も仕事と関連させながら考えられるよう扱っていくということである。各産業
について学習を進めていく中で，「そこで働く大人」の姿も示していくことで，子どもたちの
仕事に対する考えや知識をさらに広げていくことが期待できる。
　最後に高学年に設定されている家庭科についてである。第 2 章でも述べたとおり，家庭科に
おいては学習指導要領に示されている「家庭生活・家族」が世代間交流に関わる内容となる。
家庭科において「家族」について学習することで，子どもたちは改めて「家族」の存在につい
て考えることができ，世代間交流の場としても重要な家族とのつながりを見直していけると考
える。この学習は家庭科を行う第5・6学年どちらで扱っても構わないものとして設定している。
　以上のようにその他の教科は直接世代間交流を行うことは無かったとしても，交流をさらに
効果的で意味のあるものにしていくために重要な役割を果たすと考えられる。
（2）実践の提案
　「小学校における世代間交流のカリキュラム」を（1）において提示したが，ここでは先のカ
リキュラムの中から 1 つの活動を取り上げ，その実践を具体提案していく。
　今回取り上げる実践は，カリキュラムにおいて中学年の総合的な学習の時間で行うべきとし
た「幼児との交流②」である。この活動を取り上げる理由は，第 2 章で世代間交流の種類につ
いて論じた際「小学生と幼児の交流」にとても魅力を感じたからである。私自身幼児教育に対
する興味が高く，幼児とかかわる機会も多いが，その度に幼児の考えの豊かさに驚かされる。
小学生もまたどんな経験も学びへとつなげていくことができ，それらを吸収していくことも得
意な世代である。そのため小学生と幼児の交流からは価値や発見が豊富に見出せるのではない
かと考えた。
　また低学年ではなく中学年での実践を選択した理由は，第 3 章の実践分析を進めていった際
に，「小学校 1 年生と幼稚園年長児の交流」という形で行われているものが多いことに気づい
たからである。実践の目的が小 1 プロブレムの緩和や幼小の接続に重点を置いて計画されてい
るものが多かった。それももちろん大切なことであり，この論文においても触れている。しか
し「幼児との交流体験」という点に比重を置いて考え行う実践も必要である。「小学校 1 年生」，
「幼稚園年長児」に限ることなく交流を行い，その交流を継続的なものとしていくことが大切
であると考えられる。そのためここでは中学年における実践を提案する。
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　カリキュラムにおいては「幼児との交流②」を第 3・4 学年どちらで行っても構わないもの
として扱ったが，ここでは第 3 学年における実践として提案する。
　以下が私の提案する実践である。
*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*
3年　総合学習指導案
1. 単元名　「幼稚園の子たちと七夕パーティーをしよう」
2. ねらい
【内容知】 ○自分より年下の幼稚園児に対して興味を持つ。
 ○ お兄さんやお姉さんとして幼稚園児と触れ合うことの責任を知り，自分たちも年
上として園児の見本となれることに気付く。
【方法知】 ○幼稚園児との活動を通して，仲良く楽しく活動するための工夫の仕方を考える。
【自分知】 ○ 幼い子とかかわることの魅力に気付き，交流の機会を持とうと積極的に働きかける。
 ○ 異世代の間でのかかわりに興味を持ち，異世代の人間とも豊かな人間関係を築こ
うという意欲を高める。
3. 単元設定の理由
　現代の家庭は両親と子どもだけといういわゆる「核家族」の家庭が多く，家族の人数が少な
い家庭が多い。兄弟の人数も少なくなり，一人っ子という子どもも多くなっている。そのため
子どもたちは異世代の人との交流機会をあまり持てなくなってしまっている。異世代の人との
かかわりからは，その相手が年上であっても年下であっても，たくさんのことを体験し学ぶこ
とができる。年上の人との交流であれば，多くの知恵を教わることができたり，「将来自分もあ
んな風になりたい」という憧れを抱くこともできる。また年下の子との交流であれば，「自分が
年上なのだから」という意識から責任感を持つことができたり，普段知ることのなかった自分
の一面に気付くことができるかもしれない。これらの点から異世代の人との交流は，3年生にな
り小学校にも慣れ，これから色々な経験をして育っていく児童には欠かせないものだと考えた。
　また世代間交流の中でも「小学生と幼児の交流」が生み出す学び，互いに与える影響は大
きいと考える。さらに本校の児童は第 1 学年において幼稚園年長児との交流経験がある。第 1
学年時の活動からさらに児童主体の活動へと発展した「幼児との交流」を行うことで，児童の
成長も感じられるだろう。これらの理由から本単元を設定した。
　この単元では七夕というイベントを通して近隣の幼稚園児たちとの交流を持つ中で，幼い子
どもに関心を持ち，どう接していけば良いかということをそれぞれの児童が活動の中で工夫し，
実践してほしいと考えている。その中で幼い子とかかわる大変さや魅力を実感し，これからの
自分自身の成長につなげていってほしい。
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4. 指導計画（11 時間扱い）
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　この実践は「七夕」という季節のイベントを通した交流となっている。季節のイベントはど
の幼稚園でも重視されているものであり，園児にとっても興味が高い。また小学生にとっても
年に一度のものであるが，誰もが知っていることである。このような季節のイベントをきっか
けとした交流を行うことで，小学生も幼児も活動に入っていきやすいのではないかと考えた。
　「七夕パーティー」の準備から実施，その後の「ありがとうカード」の制作へと続いていく
全 11 時間の実践であるので，6 月初旬から 7 月中旬辺りまでに行う活動になると考えている。
　ここでこの実践を，提案した指導案の流れに基づき①ねらい，②単元設定の理由，③指導計
画の 3 つに分け，それぞれについて論じていく。
①ねらい
　第 2 章で総合的な学習の時間について論じた際に，子どもたちに養われる力として「内容知」，
「方法知」，「自分知」について述べたが，この実践におけるねらいもその 3 つの項目に従って
示している。以下それぞれの項目ごとに論じる。
ア，内容知
　まず内容知について第 2 章で示したことを確認する（46）。
内容知： 総合・各教科・領域の学習内容がそれにあたり，子ども自身が何を体験し，何を獲
得するかの再編・統合・精選である。知識としての獲得内容ではなく，子ども自ら
掴み取る知恵となるとき，これを内容知と位置づける。
　この指導案には内容知として 2 つのねらいを挙げた。1 つ目の「自分より年下の幼稚園児に
対して興味を持つ。」は世代間交流を行う上でまず大切にしたいことである。活動を行う中で
小学生が幼児に対して関心を持ち，もっと交流したいと思うようになることは，子どもたちが
自ら獲得していくことであると考えここに位置付けた。
　2 つ目の「お兄さんやお姉さんとして幼稚園児と触れ合うことの責任を知り，自分たちも年
上として園児の見本となれることに気付く。」もまた，子どもたちが活動を行う中で，子ども
たち自身が掴み取っていくものであるといえる。教師が教える知識ではなく，自分で経験しそ
の経験から学んでいくものである。
イ，方法知
　方法知については第 2 章において以下のように示した（47）。
方法知： 子ども自身が「いかに学ぶか，どう学ぶのか」という学習方法であり，学び方である。
指導の効率化以上に，子どもの追求方法の実態に基づいたものでなければ，子ども
の方法知にはならない。
　この実践においては方法知を「幼稚園児との活動を通して，仲良く楽しく活動するための工
夫の仕方を考える。」としている。実際に活動しながら，自分たちで考え工夫をしていくことが，
子どもにとっての学びになる。自分たちが体験したことから学びとして獲得されるため，より
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具体的な学びとなって身についていくことが期待できる。
ウ，自分知
　自分知は第 2 章において以下のように示されている（48）。
自分知： 子ども自身がどう自分を発揮し，そしていかに生きるかに繋がる自己発見・自己理
解を積み上げることである。「学習」と「生活」を結びつける知であるばかりか，学
ぶ意味や価値，そして生きる力となる「自己の確立」を築くための不可欠な知である。
　この実践において自分知としてねらいに挙げられていることは 2 つある。1 つ目は「幼い子
とかかわることの魅力に気付き，交流の機会を持とうと積極的に働きかける。」である。幼児
との交流の楽しさ，面白さに気付いた上で，さらに自ら交流するための働きかけを行うという
ことから，これを自分知に位置付けた。気付きを行動へと変えていく大切なねらいである。
　2 つ目は「異世代の間でのかかわりに興味を持ち，異世代の人間とも豊かな人間関係を築こ
うという意欲を高める。」である。これはこの活動における最終的なねらいとなると考えられる。
「幼児との出会い，交流」をきっかけに，今後自ら異世代との交流機会を持とうという気持ち
を芽生えさせることが，世代間交流としての大きな目的であると考える。この活動を自身の世
代間交流へと発展させていくという点から，これを自分知と位置付けた。
②単元設定の理由
　ここはこの論文において論じてきたことを軸として書いている。第 1 章において論じた，家
族構成の変化等により子どもたちが日常で経験できる世代間交流は減っているという現状に触
れ，第 1 章や第 2 章で論じた世代間交流の価値について述べている。また私がここまで論じ
てきた中で感じた「小学生と幼児の交流」の魅力，さらにカリキュラム通り第 1 学年生活科に
おいて「幼児との交流①」の活動を行った上での今回の活動であることをここに述べている。
②指導計画
　この実践は第1～3次の3つの過程に分かれている。それぞれの過程ごとに分けて論じていく。
第 1 次　幼稚園の子ってどんな子かな？
　第 1 次は，幼稚園の先生から「七夕パーティー」の誘いの手紙があったことをきっかけに児
童が「幼児」について考え，話し合いを行い，一緒に七夕飾りを作るための準備を行うという
活動になっている。幼児との直接の交流がある次ではないため時間数も 2 時間と短めの設定と
なっている。私は第 3 章において実践分析をした際に，世代間交流の活動はやはり小学生と交
流相手の直接の交流が最も大切な活動であると感じた。もちろん事前・事後学習も大切である
ことに変わりはないが，できるだけ交流の時間を長く取ることで互いに得る価値も自ずと増え
ていくのではないかと考えた。
　この次において大切なことは，「幼児」に対する興味を児童にいかにして持たせるかである。
ここで児童が幼児への興味を抱かなければ今後の活動へもつながっていかない。そこで「幼稚
園の先生から手紙が来た」という導入をすること，「七夕パーティー」という提案を行うことで，
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幼児，またこの活動への興味や意欲を喚起しやすいのではないかと考えた。
　幼稚園年中児についての考え，意見を発表する活動があるが，ここでは児童の幼児に対する
認識が正しくなくても構わないと私は考える。七夕飾りを作る活動で初めて幼児と顔を合わせ
ることになるが，その時に安全に活動できるようにすることを児童が意識できていれば，完璧
なかかわり方を求める必要はない。交流の中で学んでいくことが重要であるため，ここでは教
師が完全な答えを児童に与える必要性もないだろう。
第 2 次　幼稚園の子と友達になろう！
　ここでは幼稚園での七夕飾り作り，七夕パーティーの準備，小学校に園児を招いての七夕パ
ーティーと実際の幼児との交流機会が設けられた活動が中心となっている。
　まず幼稚園に児童が訪問し，年中児と一緒に七夕飾りを作る。児童と園児でグループを作り活
動を行う。後の七夕パーティーにおいてもここでのグループを中心として活動を行っていく。そ
うすることで絆も深まりやすく，互いに安心して活動を行えると考える。七夕飾り作りでは，児
童にとって思うようにいかない場面も見られるだろう。第 1学年の時に交流した年長児との違い
を感じる児童もいるかもしれない。そのような経験から子どもたちは様々なことを学び吸収して
いく。そのためここで困ったり，苦労したりするのは児童にとって大切なことであると考える。
しかし児童も園児も楽しく行える活動にする必要もあるということを教師は忘れてはならない。
　小学校へ戻り，園児と交流して気付いたこと，上手くいかなかったことを発表し合う。そう
することによって児童たちが自分たちの認識の違いに気付き，七夕パーティーの企画，運営へ
と活かしていくことができる。このような話し合いにおいても，この後行っていく七夕パーテ
ィーの準備においても，児童主体の活動になるようにすることが大切である。児童が自ら考え，
活動していけるよう教師は支えていかなければならない。時には手助けをし，解決へのヒント
を与える等しながら，児童がより成長できるよう支援の仕方を工夫していく必要がある。
　七夕パーティーの日は先にも述べたように，前回作ったグループを中心に活動していく。児
童が企画したゲーム等の催しをしていくことで，幼児は「小学生はすごい」といった憧れを抱
くことができるだろう。そして幼児が楽しんでいる姿を見て，自分自身も楽しみながら七夕パ
ーティーを行うことで，児童は自信を見出すことができる。また「楽しい」と感じることで「幼
児との交流」の魅力に気付くことを期待できる。
第 3 次　また一緒にできることを考えよう！
　第 3 次は活動を振り返り，次に幼稚園児とやってみたいことを発表し合う。さらに「ありが
とうカード」を園児に送るという活動を行う。
　ここで重要なことは幼児との交流を今回限りで終わらせずに継続させていくということであ
る。今回は「七夕パーティー」をこちらから提案したが，児童からこの先やってみたい交流に
ついて尋ねることで，次の活動へ意欲的につなげていけると考える。また幼児との絆やつなが
りも大切にできるよう「ありがとうカード」の製作も行い，今回の交流限りのつながりではな
いということを児童にも気付いてほしいと考える。また園児からもその返事を送ってもらうこ
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とで，児童の喜びも大きくなると考える。
　この活動を継続的なものにしていくためには，今後も小学校と幼稚園が互いに連携し合うこ
とが重要である。次の交流機会についても積極的に検討し，職員同士が協力し合いながら子ど
もたちの世代間交流の場を作っていく必要がある。
　以上がこの実践の流れ，内容である。実際に子どもたちに向けて実践したものではないため
この通りにいかないこともあるかもしれないが，世代間交流としての価値を大切に考えながら
計画したものである。この実践やカリキュラムに示した他の活動を行うことで，子どもたちが
異世代との交流に興味を持ち，自ら交流を行いながら，様々な学びを積み重ねて成長していけ
れば良いと考える。
おわりに
　私は，社会の変化により，家族や地域など子どもたちを取り巻く人間環境も変わってきたた
めに，現代の子どもたちは世代間での交流に乏しくなっているのではないかと考え，今回「世
代間交流」について論じた。
　様々な資料をもとに分析，考察し，自分自身の考えを深めていく中で，大きく分けて 3 つの
成果を得た。
　1 つ目は，現代の子どもたちにとっての世代間交流の必要性を明らかにできたことである。
はじめににおいても必要性について述べたが，この時点ではまだ裏付けとなる分析等は無かっ
た。しかし第 1 章において世代間交流の歴史，家族・学校・地域の変質を論じていくことで，
現代社会は子どもたちが世代間交流を自然発生的に行うことが難しくなっていることが明らか
にできた。家族内での人間関係が狭く限られたものになっていること，学校外で子どもたちが
集団で自由に遊べる場所が無い上に，子どもたちの遊ぶ時間までもが限られてしまっているこ
と，地域の人たちのつながりも希薄になってしまっていること等，当たり前となっている現代
社会を「世代間交流」という点から考えてみると，社会が発展していくにつれて人間環境が乏
しくなっていったことが明確となった。このような事実から，世代間交流を意図的に計画して
いかなければならないという考えが得られた。
　成果の 2 つ目は，世代間交流を行うことで子どもたちやその交流相手が得られる価値を明ら
かにできたことである。これは主に第 2 章での成果であるが，自分自身の考えていた世代間交
流の価値を，その交流の種類や交流相手に従って順に明らかにしていくことで，自分の中での
考えが整理されていった。また世代間交流において大切にしなければならない「双方の価値」
が何であるのかもはっきりしていった。ここで価値を明らかにできたことにより，実践例の分
析やカリキュラム及び実践の提案の際も，自分の考えを見失うことなく論じていくことができ
たと考える。またここで明らかとなった世代間交流の価値は，今後私が世代間交流について考
えていく際にも軸となっていくだろう。
　3つ目の成果は，実際に実践例の分析をしてからカリキュラム・実践の提案を行ったことにより，
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具体的なイメージを持ちながらカリキュラム・実践を提案できたことである。実践例として3つの
世代間交流の活動を分析し，その良い点，不十分な点について論じた。これによって自分の理想と
する「小学校での世代間交流」の形が明らかになった。その上でカリキュラムの提案を行ったため，
その全体像のイメージをしっかりと思い浮かべながら提案していくことができた。またここでも第
2章で論じた価値，さらに教科・領域についての分析は大きく役立った。そして特に「小学生と幼
児の交流」の魅力や必要性を強く感じ実践の提案を行ったが，「小学生と幼児の交流」についても
実践例を分析していたために，より価値のある世代間交流にしていくためにはどうすれば良いのか
ということを考え，自分自身の理想とする交流の在り方を表すことができたと感じている。
　以上が本稿においての大きな成果である。また世代間交流について論じたのは今回が初めて
であるが，今後に向けての課題も残された。これも大きく分けて 3 つある。
　1 つ目は，本稿においては日本国内の世代間交流の歴史，現状について論じるに留まり，他
国の世代間交流には詳しく触れていないという点である。しかし第 1 章においても少し述べた
が，アメリカやヨーロッパにおいては世代間交流が日本よりも定着しているということがわか
った。これらの国々やさらに他の国々の世代間交流について調べることにより，日本において
求められる世代間交流がさらに明らかになると考える。
　2つ目は，今回分析を行ったのが 3つの実践例のみいうことである。今回分析を行ったのは「小
学生と幼児の交流」，「小学校における異学年交流」，「小学生とお年寄りの交流」の 3種類であり，
この論文においての種類分けで言えば「小学生と乳児の交流」，「小学生と中学生，高校生，大学
生の交流」，「小学生と大人（父母世代）の交流」についての実践例の分析については，まだ今後
の課題となっている。
　課題の 3 つ目はカリキュラムからの実践の提案を，他の活動についても考える必要がるとい
うことである。今回は中学年における「幼児との交流」の実践提案を行ったが，他の活動の実
践を提案していくことで，カリキュラム自体もさらに具体的にしていくことができる。カリキ
ュラム全体を見直していくこともできると考える。また今回は実践の提案に留まったが，機会
を得て，実際の子どもの反応から振り返ることこそ不可欠なことであると考える。
　私は本稿を論じることを通じて現代の子どもたちの置かれている状況を知り，世代間交流の
必要性をさらに強く感じた。教育に携わるものとして，今回の成果を活かし，さらには今回で
きた課題を達成していくことを志しながら，子どもたちの世代間交流について自身の考えを今
後さらに深めていきたい。
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